
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

力
で
頑
張
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

可
保
育
園
増
設
を
求
め
る

（
右
・
右
下
） 

区との放

被災

杉
並
区
政
が
住
民
の
切
実
な
実
態
を
直
視
し
、
暮

ら
し
を
守
り
、
血
の
通
っ
た
区
政
運
営
を
行
な
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
来
年
も
、
公
約
実
現
に
向
け
て
全

一
般
質
問
や
申
し
入
れ
で
認

可
保
育
園
増
設
を
求
め
る

放射線測定

地救援（右

20

日

も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
ず
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
な

い
」「
仕
事
が
減
り
、
生
活
が
苦
し
い
」
な
ど
、
日
々

切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（上） 
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日本共産党

の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。
「
少
な
い
年
金

か
ら
医
療
費
や
保
険
料
を
払
っ
た
ら
、
少
し
も
残
ら

な
い
」「
親
の
介
護
で
家
庭
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
」「
子
ど

№53 

党杉並区

会
」
に
所
属
し

外
環
道
路
計
画
の
中
止
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。 

い
ま
、
地
域
を
回
る
と
、
厳
し
い
区
民
の
暮
ら
し

区議会議

常
任
委
員
会
で
は
「
保
健
福
祉
委
員
会
」
に
所
属

し
、
福
祉
分
野
全
般
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
共

に
、
特
別
委
員
会
で
は
「
道
路
交
通
対
策
特
別
委
員

会
」
に
所
属
し
、
外
環
道
路
計
画
の
中
止
を
訴
え
て

 
 
  

 こ

実現

◇

◇

◇
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議員 

者
ゼ
ロ
へ
」「
防
災
の
街
づ
く
り
」「
放
射
能
対
策
の

強
化
」
「
外
環
道
計
画
の
中
止
」
な
ど
、
区
政
の
問

題
や
地
域
の
要
望
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

常
任
委
員
会
で
は
「
保
健
福
祉
委
員
会
」
に
所
属

この間、公

現に近付い

認可保育園

議会では、

引き続き、

童ゼロを目

来年度か

めに、区独

て基金の取

全地域的な

定を行ない

査の強化を

現しました

生活に密着

題を取り上

題を解決

杉

TE
 

ホ
htt

実
現
に
向
け

議
会
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た

「
認
可
保
育
園
の
増
設
で
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
」
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
増
設
し
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機

者
ゼ
ロ
へ
」「
防
災
の
街
づ
く
り
」「
放
射
能
対
策
の

約実現を目

た取り組み

園の増設を

、２園の増

、認可保育

目指します

らの介護保

独自の取り

取り崩しが

な放射線測

い、区の調

を求め、実

た。 

着した諸問

上げ、各問

しました。

杉並区善福寺

EL 090-9
ームページ
tp://www.j

挙
」
で

区
民
の
皆
さ
ん
の
お
力
で
区
議
会
へ
押
し

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

区
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
原
動
力
に
、
公
約

実
現
に
向
け
、
議
会
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

目指して議

みです。 

を求め続け

増設計画が

育園の増設

す。 

保険料の値

り組みを求

が実現する見

測

調

実

問

問

 
日大

信号

寺２－２－

9973-0941
ジ 
cp-yamada.

今
年
の
４
月
に
行
な
わ
れ
た
「
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
」
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
お
力
で
区
議
会
へ
押
し

議会活動を進

、第４回定

示されまし

を求め、待

上げを抑え

め、区の積

見通しです

大二高通りの

号機設置の様

１１

jp/ 

進め、

定例区

した。

待機児

えるた

積み立

す。

の 
様子
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うね
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FAX
E-m
k-ya

区議団

一年

から

年でこんな

来年も、よ

どもの成長

成長します

たと思った

り、今では

単語を話すよ

、あっとい

。子どもの

少し寂しい

年も、しっ

設中止につ

今後の土地利

意見 
ご意見送付先

所：杉並区阿

 日本共産

X：０３－３

mail 
amada@sugi

団で緊急の申

年前のニュ

（右） 

なに大き

よろしくお
 
 

長はとても

す。この間

たら、いつ

は「マンマ

ようになり

いう間に大

の成長が嬉

い気もしま

っかりイク

ついてのご

利用につい

先 
阿佐ヶ谷南 1-

党区議団控室

３１２－２

inami-kugik

週刊

ると

目瞭

父親

（笑

申し入れを実

ース

くなりま

お願いしま

も速く、一年

間までハイハ

つの間にか歩

マ、ワンワ

りました。

大きくなる

嬉しい半面

す。 
メンで頑張

ご意見 
いての

15-1 
室 
６１０ 

kai.jp 

刊ニュースを

と、成長の変

瞭然です（左

親は少々、疲

笑）

を
進
め
ま
す
。 

実施 

 
 

 

した！ 
ます。 
年間で一

ハイをし

歩くよう

ン」など

このペー

のでしょ

、なんだ

張ります。

を見比べ

変化が一

左） 

疲れ顔か

十
二
月
十
九
日
、
全
て
の
土
地
の
確
保
に
向
け
て
区
が
国
と

全
力
で
交
渉
す
る
よ
う
、
申
し
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
区
民
の
た
め
の
跡
地
利
用
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
み

地
域
・
場
所
の
測
定
に
出
動
し
ま
す

お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

放
射
線
測
定
の
様
子 

す

具
体
的
な
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
広
範
な
杉
並
区
民
の
意

見
を
集
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

ら
は
高
い
数
値
は
検
出
さ
れ
ず
、
保

護
者
の
方
も
ひ
と
安
心
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
希
望

地
域

場
所
の
測
定
に
出
動
し
ま
す
。

い

す

住
宅
跡
地

広
大

地

り
、
有
効
な
跡
地
活
用
を
行
な
え
ば
、
杉
並
区
民
の
福
祉
の
拡

充
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
増
進
さ
せ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

も
な
り
ま
す
。 

隅
々
「
滑
り
台
下
」
「
砂
場
」
「
落
ち

葉
が
溜
ま
っ
た
側
溝
」
な
ど
複
数
の

場
所
を
調
査
し
ま
し
た
。
公
園
内
か

ら
は
高
い
数
値
は
検
出
さ
れ
ず
、
保

宿
舎

方

住

」

止

決

れ

整
備
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
「
方
南
町
住
宅
」
は
、
現

在
で
は
更
地
の
ま
ま
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
住
宅
跡
地
は
９
，
１
８
０
㎡
も
の
広
大
な
土
地
で
あ

た
。
乳
幼
児
の
保
護
者
の
方
か
ら
、

近
所
の
公
園
の
測
定
依
頼
が
あ
り
、

若
手
区
議
三
名
で
出
動
。
公
園
内
の

隅

「
滑

台
下

「
砂
場

「
落
ち

十
二
月
一
日
、
財
務
省
に
よ
り
方
南
二
丁
目
の
国
家
公
務
員

宿
舎
「
方
南
町
住
宅
」
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
八
日
午
後
、
区
内
公
園

の
放
射
線
量
測
定
を
行
な
い
ま
し


